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要  旨  

文部科学省の平成 26 年学校基本調査によれば、本市の大学等進学率は

49.4％であり、東京都区部の 66.1％など、全国的にも低い数値である。 

その理由は、大学等がないというだけでなく、通信制大学も存在しな

いという点もあるだろう。進学だけが全てと言うつもりはないが、バラ

エティーに富んだ進学の方法が少しでもあれば、その選択の数だけ可能

性も見出されるというものである。  

幸いにして、地元で活躍する企業には、通信制のシステムを保有して

いる企業もあるので、次の提案を可決していただきたい。  

記  

１  例えば北九州市立大学に通信制学部を設置するなど、市内に通信制

大学あるいはそのシステムの誘致促進を決議すること。  

２  特に、20 代後半以上の者を中心に学生を募集するとともに、通学制

の大学に引けをとらない大学やシステムの誘致を求めること。  

３  北九州市立大学が望む場合は、通学制で学んだものの復習を兼ねた

システムを構築するような誘致を求めること。  

４  本陳情を否決するにしても、他の対策を適切に行うよう求めること。 
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